
「この地図の作成にあたっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図（国土基本情報）電子国土基本図（地図情報）を使用した。（測量法に基づく国土地理院長承認（使用）承認番号 R 5JHs 664）」

0 2.5 5 7.5 101.25
km

1:25,000

　河川等範囲

5.0 ～ 10.0m未満の区域

3.0 ～ 5.0m未満の区域

0.5 ～ 3.0m未満の区域

0.5m未満の区域

凡  例

　洪水浸水想定区域の指定の
　対象となる区間

浸水した場合に想定される水深
（ランク別）

管理
上流端

解析
上流端

解析
下流端

岩手県

福島県新潟県

秋田県

青森県

山形県 宮城県

位置図

砂押川水系砂押川・勿来川・藤田川・榎川
洪水浸水想定区域図
（想定最大規模）

泉区

大和町

青葉区仙台市

太白区 若林区

富谷市

松島町

利府町

宮城野区

大郷町

東松島市

名取市

多賀城市

塩竈市

七ヶ浜町

索引図

太平洋

榎川

 １．説明文 

（１）この図は、砂押川水系砂押川、勿来川、藤田川、榎川の下記の区間について、水防法の規定により指定された想定し得る最大

規模の降雨による洪水浸水想定区域、浸水した場合に想定される水深を表示した図面です。 

（２）この洪水浸水想定区域図は、指定時点の砂押川、勿来川、藤田川、榎川の河道及び洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定

し得る最大規模の降雨に伴う洪水により砂押川、勿来川、藤田川、榎川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーションにより

予測したものです。 

（３）なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の（決壊による）氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を超える

規模の降雨による氾濫、高潮及び内水による氾濫等を考慮していませんので、この洪水浸水想定区域に指定されていない区域に

おいても浸水が発生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があります。 

２．基本事項等 

（１）作成主体 宮城県 

（２）指定年月日 令和６年５月〇〇日（勿来川、藤田川、榎川） 

   変更年月日 令和６年５月〇〇日（砂押川） 

（３）告示番号 宮城県告示第△△号（勿来川、藤田川、榎川） 

 宮城県告示第△△号（砂押川） 

（４）指定の根拠法令 水防法（昭和24年法律第193号）第14条 第２項 

（５）対象となる河川 

・砂押川水系砂押川（実施区間） 左岸：宮城県黒川郡大和町鶴巣山田樟平地先から海まで 

右岸：同上 

・砂押川水系勿来川（実施区間） 左岸：宮城県宮城郡利府町惣の関ダム下流から砂押川合流点まで 

右岸：同上 

・砂押川水系藤田川（実施区間） 左岸：宮城県宮城郡利府町春日袖沢地先から勿来川合流点まで 

右岸：宮城県宮城郡利府町春日黄金井地先から勿来川合流点まで 

・砂押川水系榎川（実施区間）  左岸：宮城県宮城郡利府町菅谷桟敷地先から砂押川合流点まで 

右岸：同上 

（６）指定の前提となる降雨 

砂押川水系砂押川、勿来川、藤田川     砂押川流域の２４時間総雨量 ７２３．０ｍｍ 

砂押川水系榎川              榎川流域の1時間雨量 １２０．０ｍｍ 

（７）関係市町村         仙台市、多賀城市、利府町 
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 １．説明文 

（１）この図は、砂押川水系砂押川、勿来川、藤田川、榎川の下記の区間について、水防法の規定により指定された想定し得る最大

規模の降雨による洪水浸水想定区域、浸水した場合に想定される水深を表示した図面です。 

（２）この洪水浸水想定区域等は、指定時点の砂押川、勿来川、藤田川、榎川の河道及び洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定

し得る最大規模の降雨に伴う洪水により砂押川、勿来川、藤田川、榎川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーションにより

予測したものです。 

（３）なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の（決壊による）氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を超える

規模の降雨による氾濫、高潮及び内水による氾濫等を考慮していませんので、この洪水浸水想定区域に指定されていない区域に

おいても浸水が発生する場合や想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があります。 

２．基本事項等 

（１）作成主体 宮城県 

（２）指定年月日 平成３０年５月２９日（砂押川） 

 令和 ６年５月３１日（勿来川、藤田川、榎川） 

変更年月日 令和 ６年５月３１日（砂押川） 

（３）告示番号 宮城県告示第５６８号（砂押川） 

 宮城県告示第３７３号（勿来川、藤田川、榎川） 

変更告示番号 宮城県告示第３７０号（砂押川） 

（４）指定の根拠法令 水防法（昭和24年法律第193号）第14条 第２項 

（５）対象となる河川 

・砂押川水系砂押川（実施区間） 左岸：宮城県黒川郡大和町鶴巣山田樟平地先から海まで 

右岸：同上 

・砂押川水系勿来川（実施区間） 左岸：宮城県宮城郡利府町惣の関ダム下流から砂押川合流点まで 

右岸：同上 

・砂押川水系藤田川（実施区間） 左岸：宮城県宮城郡利府町春日袖沢地先から勿来川合流点まで 

右岸：宮城県宮城郡利府町春日黄金井地先から勿来川合流点まで 

・砂押川水系榎川（実施区間）  左岸：宮城県宮城郡利府町菅谷桟敷地先から砂押川合流点まで 

右岸：同上 

（６）指定の前提となる降雨 

砂押川水系砂押川、勿来川、藤田川  砂押川流域の２４時間総雨量 ７２３．０ｍｍ 

砂押川水系榎川           榎川流域の１時間雨量    １２０．０ｍｍ 

（７）関係市町村         仙台市、多賀城市、利府町、大和町 


